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大企業の内部留保額

非正規労働者数(右目盛)

民間労働者の賃金総額

兆円 万人

年度

日
本
は
十
年
以
上
に
渡
っ
て
「
成
長
し
な
い
国
、
賃
金

が
上
が
ら
な
い
国
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
大
企
業

の
内
部
留
保
は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
労
使
の

不
公
正
が
国
内
消
費
を
冷
え
さ
せ
、
デ
フ
レ
を
促
進
し
て

い
ま
す
。
（
左
グ
ラ
フ
参
照
）

こ
の
不
公
正
さ
を
解
消
す
る
た
め
、
ま
と
も
な
生
活
が

出
来
る
賃
金
、
派
遣･

請
負
を
解
消
し
誰
も
が
正
社
員
と
し

て
働
け
る
労
働
環
境
を
求
め
１
２
春
闘
が
行
わ
れ
ま
す
。

春
闘
を
前
に
日
立
な
ど
大
企
業
は
、
「
円
高
」
「
国
際

競
争
力
」
や
震
災
被
害
を
理
由
に
業
績
が
上
が
ら
な
い
か

ら
人
件
費
を
削
減
す
る
と
い
う
身
勝
手
な
リ
ス
ト
ラ
を
行

お
う
と
し
て
い
ま
す
。
日
立
Ｇ
Ｓ
Ｔ
の
売
却
、
ル
ネ
サ
ス

の
７
・
５
％
賃
金
カ
ッ
ト
、
電
線
の
１
２
０
０
人
の
人
員

削
減
、
テ
レ
ビ
撤
退
や
海
外
生
産
に
よ
る
空
洞
化
な
ど
こ

れ
ら
一
つ
ひ
と
つ
の
リ
ス
ト
ラ･

合
理
化
攻
撃
に
反
対
す
る

運
動
を
作
る
こ
と
が
春
闘
の
要
求
実
現
の
力
と
な
り
ま
す
。

今
ア
メ
リ
カ
の
ウ
ォ
ー
ル
街
を
中
心
に
社
会
の
不
公
正

に
反
対
し
「
９
９
％
の
声
を
聞
け
」
と
い
う
運
動
が
広
が

り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
日
本
で
も
同
様
の
運
動
が
起
こ
っ

て
い
ま
す
。
来
春
の
春
闘
は
ア
メ
リ
カ
発
の
ウ
ォ
ー
ル
街
行
動
に
学
び
、
ひ
と
り
一

人
が
声
を
出
し
、
行
動
す
る
春
闘
で
要
求
実
現
を
勝
ち
取
り
ま
し
ょ
う
。
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日立関連労働者懇談会

〒108-0073 東京都港区三田3-2-20
（電機労働者懇談会気付）

TEL(03)3455-6006 FAX(03)3451-3595

日 立 懇

★ビラや情報をホームページで見られます。
ﾊﾟｿｺﾝ http://hitachikon.net

ｹｰﾀｲ http://hitachikon.net/i

★仕事、生活などの相談も受け付けます。
Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net

TEL(携帯) 090-9121-0602(多田)
ＱＲコードに
アクセス！

★もよりの連絡先
茨 城 090-8747-6239 (馬場)
茨 城 090-6142-6153 ( 堀 )
東 京 090-3534-8626 (谷口)
神奈川 080-5060-7728 (中村)
静 岡 090-9121-0602 (多田)
愛 知 090-4253-1217 (成木)
大 阪 06-6939-2905 ( 森 )

「ウォール街行動」のように皆の声と行動を春闘へ

「電機懇」２０１２年春闘

要求アンケートに
ご協力を

日立懇は「電機懇生活改善要求アンケート」

に今年も取り組みます。誰でも参加できるア

ンケートです。ぜひ、あなたの声を、お寄せ

ください。

働 き が いの あ る 人 間 らし い 仕 事 を

富の蓄積と労働者の貧困化

注）資料：内部留保は財務省「穂人企業統計年表」

資本10億以上、保険除く。賃金総額は国税庁

「民間給与実態統計調査」。非正規労働者数は総

務省「労働力調査特罰調査」より。

リ
ス
ト
ラ
を
闘
っ
て
力
が
生
ま
れ
る

働
く
仲
間
の
９
９
％
の
声
聞
け

日立GST 広がる不安
日立製作所が子会社である日立ＧＳＴをウェスタン・デ

ジタル（ＷＤ）社に売却すると事前協議もなしに突然発表

してから７ヶ月が経過しました。今回の売却をめぐり、日

立ＧＳＴの職場では、日立製作所経営陣にたいする怒りと、

労働条件、雇用についての不安が拡がっています｡

今回の株式譲渡企業売却にたいして、日立製作所・日立

ＧＳＴからの説明はイントラネットのみの一方的なもので

す。企業売却に至った経過、売却後の従業員の身分や待遇、

労働条件等について説明会等を開いて明確に説明し、従業

員の疑問等にも答える場を設けるべきです。

企業売却で失われた会社への従業員の帰属意識や一体感

の醸成などに対するモラールの後退や、ＷＤ社の子会社と

して売却された会社への不信感といった、負のスパイラル

を取り除くことは会社にとってもあるべき姿ではないでしょ

うか。日立製作所と日立ＧＳＴは、現在の職場で働き続け

られるのかという将来不安にこたえ、雇用の継続を保障す

る証しを、明確に示す必要があります。



日立懇第20回総会が10月８日、

９日に、山梨県「富士緑の休暇村」

で開催されました。

総会では、この１年間の活動総

括と、これから１年の活動方針を

決めました。討論では、各職場か

ら活発な意見がだされました。

☆日立工機で再雇用を１年半たた

かって、再雇用が実現できた。職

場と地域が一体になって取り組ん

だ成果だ。

☆日立ＧＳＴが売却が決まったが

業績は好調。職場で宣伝や労組へ

の申し入れをやってきたが、もう

ひと押しがんばっていきたい。

☆職場でパワハラ受けてきたが、

相談にのってもらい解決できた。

職場が異動になり今は安心して働

ける。

☆東日本大震災のボランテアで相

馬、釜石に行って、友達がたくさ

んできた。時間があれば、また行

きたい。

☆仕事量が減っていることもあり、

職場の人が色々な事業所に行って

いる。職場でリストラが行われて

きたが、何とかがんばってこれた。

☆アンケート活動で職場の人とつ

ながりをつくってきた。仕事で悩

んでいる人に声をかけて仲間つく

りをしていきたい。

☆再雇用で３日勤務を選択させら

れたが、仕事に継続性がなくなり

責任も持てなくなった。

☆職場のひどい実態の本質を知る

ための学習をして、職場に広げて

いきたい。

総会の最後に、自分たちの職場

を守るために、現役、ＯＢが団結

してがんばっていく決意を確認し

合いました。

◆◆◆◆
会会会会
社社社社
統統統統
合合合合
にににに
よよよよ
るるるる
不不不不
具具具具
合合合合

会
社
が
統
合
さ
れ
て
、

会
社
名
と
部
署
名
が
変
わ

り
ま
し
た
。
色
々
な
と
こ

ろ
に
そ
れ
に
伴
う
変
更
作

業
や
ら
不
具
合
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
や
っ
と
慣
れ

て
き
ま
し
た
が
、
ま
だ
も
う
少
し
こ
の
戸
惑
い

が
続
く
よ
う
に
思
い
ま
す
。

（
Ａ
さ
ん
）

◆◆◆◆
子子子子
会会会会
社社社社
にににに
身身身身
売売売売
りりりり
？？？？

表
向
き
は
"
対
等
合
併
"
と
い
う
形
に
な
っ

て
ま
す
が
、
重
複
部
門
の
統
合
後
の
体
制
は
全

て
旧
Ａ
社
の
人
が
ト
ッ
プ
に
な
っ
て
い
ま
す
。

旧
Ｂ
社
の
あ
る
部
門
は
子
会
社
に
身
売
り
さ
れ

る
と
い
う
噂
も
あ
り
、
職
場
に
不
安
が
広
が
っ

て
ま
す
。

（
Ｂ
さ
ん
）

◆◆◆◆
ＩＩＩＩ
ＴＴＴＴ
業業業業
界界界界
のののの
資資資資
格格格格

Ｉ
Ｔ
業
界
の
資
格
を
、

い
く
つ
か
勉
強
を
し
て
き

て
、
だ
ん
だ
ん
勉
強
す
べ

き
資
格
と
、
そ
う
で
な
い

資
格
の
区
別
が
つ
く
よ
う

に
な
っ
て
き
た
気
が
し
ま
す
。
Ｉ
Ｔ
業
界
も
様
々

な
業
界
の
う
ち
の
ひ
と
つ
で
あ
る
こ
と
を
、
常

に
念
頭
に
お
い
て
い
ま
す
。

（
Ｃ
さ
ん
）

◆◆◆◆
働働働働
きききき
方方方方
にににに
格格格格
差差差差

「
お
金
が
無
い
」
と

い
う
理
由
で
作
業
が
割

り
振
ら
れ
ず
、
人
手
が

職
場
で
余
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
長
時
間
労
働
を

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

社
員
も
い
て
、
働
き
方
に
格
差
が
あ
り
ま
す
。

ワ
ー
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
は
実
現
で
き
な
い
の
で

し
ょ
う
か
？

（
Ｄ
さ
ん
）

◆◆◆◆
複複複複
雑雑雑雑
なななな
業業業業
務務務務
をををを
１１１１
年年年年
目目目目
のののの
社社社社
員員員員
がががが

秋
は
普
段
の
業
務
に

プ
ラ
ス
し
て
、
各
種
の

イ
ベ
ン
ト
準
備
が
入
り

ま
す
。

ベ
テ
ラ
ン
に
も

複
雑
な
業
務
で
す
が
、

現
在
は
１
年
目
の
社
員

に
任
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い

ま
す

。

（
Ｅ
さ
ん
）

◆◆◆◆
「「「「
職職職職
業業業業
をををを
やややや
るるるる
能能能能
力力力力
がががが
なななな
いいいい
」」」」

企
業
は
、
国
内
の
工
場
お
よ
び
従
業
員
を
守

る
よ
り
、
空
洞
化
を
進
行
さ
せ
、
コ
ス
ト
の
安

い
海
外
生
産
に
シ
フ
ト
し
て
い
る
。

そ
の
た
め
に
、
国
内
工
場
な
ど
で
の
従
業
員

の
削
減
が
必
要
と
な
る
が
、
削
減
対
象
者
を
自

己
都
合
で
退
職
さ
せ
る
た

め
に
、
「
お
前
に
は
こ
の

職
業
を
や
る
能
力
が
な
い
」

な
ど
の
こ
と
を
言
っ
て
、

精
神
的
に
追
い
込
み
、
ひ

ど
い
場
合
に
は
、
欝
な
ど

の
精
神
疾
患
に
さ
せ
て
、
退
職
に
追
い
込
む
。

職
業
を
や
る
能
力
が
な
い
と
い
う
の
を
成
果
主

義
を
悪
用
す
る
こ
と
で
攻
め
続
け
る
。

こ
の
よ
う
な
目
に
あ
っ
て
い
る
方
は
多
い
か

と
思
い
ま
す
。
な
ん
と
し
て
も
、
改
善
さ
せ
る

よ
う
に
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
強
く
感
じ
、

今
後
は
、
改
善
に
向
け
て
活
動
に
取
り
組
ん
で

い
く
次
第
で
す
。

（
Ｆ
さ
ん
）

◆◆◆◆
人人人人
材材材材
をををを
有有有有
効効効効
にににに
活活活活
用用用用

社
内
で
の
異
動
を
希
望
す
る
人
は
そ
れ
な
り

に
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、
実
際
に
は
な
か
な

か
実
現
し
て
い
な
い
の
が
現
実
で
は
な
い
か
と

思
い
ま
す
。

職
場
で
は
、
希
望
す
る
職
種
が
社
内
に
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
動
の
希
望
が
か
な
わ
な

い
た
め
に
転
職
す
る
人
も
い
ま
す
。
そ
の
人
の

能
力
を
生
か
せ
る
場
が
社
内
に
あ
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
転
職
に
よ
っ
て
人
材
を
失
っ
て
し
ま

う
の
は
、
会
社
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で
す
。

先
日
一
緒
に
仕
事
を
し
た
他
社
の
方
は
、
定

期
的
に
各
部
署
を
異
動
す
る
の
が
普
通
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
し
た
。

会
社
全
体
で
、
人
材
を

有
効
に
活
用
す
る
工
夫
を

行
う
必
要
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

（
Ｇ
さ
ん
）

●●●●挨挨挨挨拶拶拶拶ををををししししなななないいいい若若若若者者者者がががが増増増増ええええてててていいいいるるるる？？？？？？？？

こんなことを書く自分は、もう若くないのかもしれません

が、廊下や食堂で人と会っても、挨拶をしない若者が増えているよ

うに感じます。親しい間柄であれば誰だって挨拶はするでしょうか

ら、挨拶をしないのは、同じ建屋に住んでいても「自分とは無関係

の人間」と思っているのかもしれません。「同じ会社の人間なのに

淋しいな～」と嘆いていましたが、最近になって気がついたことが

あります。職場でも朝の出勤時に挨拶もせず自席に座り、定時後も

無言で帰宅する人がいることです。若者に限ったことではなく、会

社の人間関係が希薄になっ

ているのかもしれません。

投
稿
歓
迎

（このコーナーへの投稿をお待ちしています。）

Eﾒｰﾙ info@hitachikon.net にどうぞ！！

リ ス ト ラ
パ ワ ハ ラ 乗り越えて

（
日
立
懇
総
会
に

参
加
し
た
各
地
の

青
年
た
ち
に
、
思

い
を
語
っ
て
も
ら

い
ま
し
た
）


